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調査は屋久.Cl四岡部の.瀬切川流域坊荊850m
から上部の1190mの約4knlの中将高地域 の.f!伐
葉樹林 ･ヤクスギ林移行符で行った.調丑方法
は.前ブロック分割定点調査法で群の確認を行
い.授半は恭1当班が群の追跡を行い.郡の珊致.
性令桐成､遊動域.食性.先のの調査を行った｡
群れの嗣充と併せて毎日大川林道(械拓100m～
1050m)杏)Bいて充の採処を行った.現地調光は
7月25日～8月8日に前期･後期に分けのベ58名で
調査した｡調査域内で8群のヤクザルを確認し.
そのうち6郡を追跡調充の対象とした.調式地域
内の群れ密度は.1.5耶/knlと推測された｡これ
は1995年.1997咋同地域での調充の仇とほぼ一･
致する.群れは1統帥でほぼ完全なカウントが行
われた.1班群が18朗.1班周辺群が10i7月.2f)Jf群
が10頭.3班群が7朗､3班周辺群が7所､Jl班群が
13頭,5班群が9頭,6班群が3頭｡群のサイズは
2O頭以下と推測される｡1班群でオ トナメス7.r7R
に対 しアカンボウは4頭であり出産率57%と計許
される｡1995年､1997年の調査結果･と比較する
と.群れの数はほぼ変わらないが､細かい点で
追いが見 られる.蛇烈により拐食が確認された
植物はハイノキ.ヒサカキ､カナクギノキ､パ リ
パ リノキ､アオモジ､ウラジロ､那別,サルノコ
シカケ科.ニガクリタケ､その他のキノコFlの
10品日で標粥910m～1190rTC祝祭された.先は
調査域内と大川林道を含めて181個を拐JR.現在
分析中である.
